
 

 

昭和 18 年９月，土浦駅から行進して土浦海軍航空隊に入隊する
「海軍飛行予備学生」第 13 期生。(土浦海軍航空隊正門) 
        （『おか目八目』ＨＰより転載） 
 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

   

 

               

海
軍
飛
行
予
備
学
生
制
度 

 

海
軍
の
幹
部
（
指
揮
官
）
は
、
海
軍
兵
学
校
・

海
軍
機
関
学
校
を
卒
業
し
た
「
士
官
」
と
下
士

官
か
ら
選
抜
さ
れ
た
「
特
務
士
官
」
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
1932(

昭
和
７)

年
、
満
州

事
変
が
勃
発
す
る
と
、
航
空
幹
部(

士
官)

の
増

強
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
1934(

昭

和
９)

年
か
ら
、
大
学
や
旧
制
高
等
学
校
・
専

門
学
校
出
身
者
か
ら
募
集
し
て
、
年
間
30
～

40
人(

当
初
は
飛
行
科
の
み
）
ほ
ど
を
採
用
し
、

海
軍
少
尉
に
任
官
さ
せ
る
予
備
学
生
制
度
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が
勃

発
す
る
と
「
飛
行
科(

飛
行
機
搭
乗
員
た
る
士

官
を
育
成
）
」
に
加
え
、
「
整
備
科(

飛
行
機
の

整
備
を
担
当
す
る
士
官
を
育
成
）
」
「
兵
科(

艦

隊
勤
務
の
士
官
を
育
成
）
」
に
も
拡
大
さ
れ
ま

し
た
が
、
霞
ヶ
浦
、
土
浦
海
軍
航
空
隊
と
関
わ

り
が
深
か
っ
た
の
が
飛
行
科
の
海
軍
飛
行
予

備
学
生
で
し
た
。
海
軍
飛
行
予
備
学
生
制
度
は
、

旧
制
大
学
卒
業
生
で
満
26
才
未
満
の
者
、
大

学
予
科
、
旧
制
高
等
学
校
、
専
門
学
校
卒
業
生

で
満
24
才
未
満
の
者
で
、
志
願
し
選
抜
試
験

に
合
格
し
た
者
に
錬
成
教
育
を
施
す
も
の
で

し
た
。
教
育
期
間
は
約
１
年
で
、
ま
ず
約
４
ヶ

月
間
、
基
礎
的
、
座
学
的
な
科
目
を
土
浦
海
軍

航
空
隊
等
の
基
礎
教
程
で
行
い
、
基
礎
教
程
卒

業
後
お
お
む
ね
半
年
間
、
各
練
習
航
空
隊
で
練

習
機
に
よ
る
実
習
を
行
い
ま
し
た
（「
予
科
練
」

と｢

飛
練｣

の
関
係
と
同
じ
で
す
）
。
入
隊
１
年

後
に
少
尉
に
任
官
さ
せ
、
そ
の
前
後
か
ら
実
用

機
教
程
に
進
み
、
機
種
や
練
度
に
よ
り
期
間
の

長
短
は
あ
り
ま
す
が
、
実
用
機
課
程
数
ヶ
月
で

一
人
前
の
航
空
機
搭
乗
員(

士
官)

に
育
て
上

げ
る
も
の
で
し
た
。 

1934(

昭
和
９)

年
11
月
入
隊
の
第
１
期
学
生

は
僅
か
に
６
名
で
あ
り
、
1942(

昭
和
17)

年
９

月
の
第
12
期
学
生
ま
で
は
100
名
以
下
の
少
数

採
用
で
し
た
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が
激
化
、

航
空
決
戦
が
熾
烈
と
な
っ
た
1943(

昭
和
18)

年

９
月
に
は
、
昭
和
18
年
度
の
繰
り
上
げ
卒
業

生
か
ら
５
万
数
千
名
が
海
軍
飛
行
予
備
学
生

を
志
願
し
、

5,199
名
が
合
格
、
第
13
期
学
生
と

し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
量
採
用
の
理

由
は
、
予
想
以
上
の
搭
乗
員
の
損
耗
と
、
予
科

練
習
生
の
採
用
増
加
で
、
海
軍
兵
学
校
出
身
の

搭
乗
員
の
み
で
は
士
官
搭
乗
員
が
不
足
し
た

た
め
で
し
た
。
彼
ら
は
お
お
む
ね
半
数
に
分
か

れ
て
土
浦
、
三
重
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
、
10
月

１
日
に
予
備
学
生
を
命
じ
ら
れ
、
基
礎
教
育
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
1944(

昭
和
19)

年
１
月
中

旬
、
土
浦
、
三
重
海
軍
航
空
隊
を
卒
業
、
１
月

末
ま
で
に
中
練(

93
式
中
間
練
習
機)

教
程
の

た
め
、
土
浦
海
軍
航
空
隊
卒
業
生
は
谷
田
部
、

筑
波
、
第
２
美
保
、
東
京
、
出
水
、
高
雄
、
北

浦
、
上
海
航
空
隊
へ
転
隊
、
速
成
教
育
を
施
し
、

一
定
の
練
度
に
達
し
た
者
か
ら
他
の
航
空
隊

に
転
隊
し
、
実
用
機
教
程
に
入
り
ま
し
た
。
1944

(

昭
和
19
）
年
10
月
に
は
海
軍
少
尉
に
任
官
、

戦
場
に
赴
き
、
台
湾
沖
、
比
島
、
ウ
ル
シ
ー
、

硫
黄
島
、
沖
縄
、
本
土
周
辺
の
航
空
戦
で
、
13

期
生
は
先
頭
に
立
っ
て
奮
闘
し

1,616
名
が
散
華
、

そ
の
内
特
攻
で
の
戦
没
者
は
448
名
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。 

次
の
第
14
期
生
は
従
来
の
期
と
異
な
り
、

｢
学
徒
出
陣｣

に
よ
る
徴
兵
招
集
に
よ
り
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
1943(

昭
和
18)

年
10
月
１
日
、

勅
令
第
755
号
に
よ
り
全
国
の
大
学
、
旧
制
高

等
学
校
・
専
門
学
校
の
文
科
系
学
生
の
徴
兵
猶

予
令
が
停
止
さ
れ
、
20
才
以
上
の
学
生
が
、

各
学
校
に
籍
を
置
い
た
ま
ま
休
学
と
さ
れ
、
臨

時
徴
兵
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
学
業
途
上
の
学
生
た
ち
が
陸
軍
に

約
８
万
名
、
海
軍
に
約

18000
名
が
召
集
を
受
け
、

兵
と
し
て
入
隊
し
ま
し
た
。
海
軍
で
は
12
月

１
日 

、
横
須
賀
、
呉
、
佐
世
保
、
舞
鶴
の
各

海
兵
団
に
二
等
水
兵
と
し
て
入
団
さ
せ
、
教
育

期
間
中
に
予
備
学
生
・
予
備
生
徒(

大
学
予

科
・
高
等
学
校
・
専
門
学
校
在
学
生
か
ら
入
隊

し
た
者
を
「
予
備
生
徒
」
と
呼
び
ま
し
た)

採

用
試
験
が
行
わ
れ
、
1944(

昭
和
19)

年
の
１
月

末
に
、

2,365
名
が
飛
行
予
備
学
生
操
縦
専
修
及

び
偵
察
専
修
と
し
て
土
浦
海
軍
航
空
隊
へ
、

1,260
名
が
飛
行
要
務
専
修
と
し
て
鹿
児
島
海
軍

航
空
隊
へ
転
隊
し
ま
し
た
。
同
じ
く
第
１
期
予

備
生
徒
と
し
て

1,270
名
が
入
隊
、
各
海
兵
団
か

ら
三
重
航
空
隊
へ
転
隊
し
、
基
礎
教
育
を
受
け

ま
し
た
。
土
浦
海
軍
航
空
隊
で
の
基
礎
教
育
は

同
年
５
月
に
修
了
、
中
練
教
程
の
た
め
操
縦
専

修
は
陸
上
機
が
谷
田
部
、
出
水
、
第
２
美
保
、

博
多
海
軍
航
空
隊
へ
、
水
上
機
が
鹿
島
、
北
浦
、

詫
間
海
軍
航
空
隊
へ
、
偵
察
専
修
は
大
井
、
徳

島
海
軍
航
空
隊
へ
転
隊
し
ま
し
た
。
操
縦
専
修

は
４
ヶ
月
の
中
練
教
程
後
、
９
月
下
旬
以
降
実

用
機
教
程
に
進
み
、
偵
察
専
修
は
1945(

昭
和

20)

年
３
月
か
ら
４
月
に
実
戦
部
隊
に
配
属
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

中
学
40
回
の
吉
田
一
也
氏(

元
土
浦
市
教
育

委
員
会
教
育
次
長)

は
、
1943(

昭
和
18)

年
９
月
、

早
稲
田
大
学
法
学
部
を
卒
業(

６
ヶ
月
短
縮)

し
、
10
月
末
に
水
戸
三
の
丸
小
学
校
で
臨
時

徴
兵
検
査
を
受
け
て
、
12
月
10
日
、
横
須
賀

第
２
海
兵
団
に
入
団
し
ま
し
た
（
入
団
の
準
備

で
髪
の
毛
を
切
っ
た
時
に
、
こ
れ
が
遺
髪
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
と
母
親
に
手
渡
し
て
い
ま

す
）
。
海
兵
団
で
行
わ
れ
た
飛
行
予
備
学
生
に

な
る
た
め
の
適
性
検
査
に
合
格
し
て
、
1944(

昭

和
19)

年
１
月
25
日
、
第
14
期
飛
行
予
備
学
生

と
し
て
土
浦
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
、
第
13
分

隊
に
所
属
し
ま
し
た
。
分
隊
長
は
同
志
社
大
学

出
身
の
第
11
期
生
で
、
階
級
は
中
尉
、
同
志

平成２７年４月１４日 
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号 

霞ヶ浦（その 13）～海軍飛行予備学生～ 

土浦海軍航空隊といえば「予科練」の地として有名ですが、土浦海軍航空

隊には「飛行予科練習生（予科練）教育部」の他にもう一つの教育錬成組織、

「飛行予備学生教育部」があり、飛行予備学生への基礎教育が約４ヶ月間行

われていました。前者が下士官パイロットを養成したのに対し、後者は士官

（幹部）パイロットを養成しました。土浦中学でも多くの先輩たちが予備学

生や学徒出陣を経て戦場に赴きました。 



 

 

特攻隊員として鹿屋海軍航空隊で終戦を迎えた渡辺賢一
氏(予備学生 14 期、新潟県十日町市圓通寺住職)の努力で
建立された慰霊の像と移設された谷田部航空隊の隊門(圓
通寺境内)（『神風特別攻撃隊』ＨＰ号より転載） 
 

社
大
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
の
選
手
で
し
た
。
土
浦

海
軍
航
空
隊
で
の
基
礎
教
育
修
了
後
、
５
月

27
日
の
海
軍
記
念
日
に
谷
田
部
海
軍
航
空
隊

に
配
属(
総
勢
255
名)

さ
れ
、
93
式
中
間
練
習

機(

赤
ト
ン
ボ)
に
よ
る
飛
行
訓
練
を
約
４
ヶ

月
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
実
用
機
（
戦
闘
機
）

教
程
に
進
む
た
め
、
10
月
１
日
神
ノ
池
海
軍

航
空
隊
に
赴
任(

120
名)
し
ま
し
た
が
、
神
ノ
池

海
軍
航
空
隊
が
特
攻
機
「
桜
花
」
の
訓
練
基
地

に
な
っ
た
た
め
、
11
月
４
日
、
再
び
谷
田
部

海
軍
航
空
隊
に
戻
り
ま
し
た
。
11
月
25
日
付

で
少
尉
に
任
官
、
単
座
戦
闘
機
を
複
座
に
改
造

し
た
練
習
機
で
訓
練
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

1945(

昭
和
20)

年
２
月
14
日
以
降
、
空
襲
が
激

化
、
谷
田
部
航
空
隊
が
迎
撃
の
実
戦
態
勢
と
な

り
搭
乗
訓
練
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
２
月

17
日
の
晩
に
は
、
特
攻
隊
志
願
者
の
募
集
が

行
わ
れ
、
第
14
期
生
か
ら
は
第
１
次
特
攻
隊

に
28
名
が
選
抜
さ
れ
、
零
戦
に
よ
る
特
攻
訓

練
が
毎
日
行
わ
れ
ま
し
た
（
飛
行
機
や
燃
料
の

不
足
か
ら
特
攻
隊
以
外
の
訓
練
は
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
）
。
４
月
２
日
、
谷
田
部
航
空
隊

の
特
攻
隊
は
神
風
特
別
攻
撃
隊
昭
和
隊
と
命

名
さ
れ
、
九
州
の
鹿
屋
航
空
隊
に
進
出
、
４
月

14
日
の
第
１
次
か
ら
５
月
11
日
の
第
７
次
ま

で
出
撃
、
14
期
生
は
28
名
の
う
ち
21
名
が
出

撃
戦
死
、
７
名
が
出
撃
命
令
を
待
ち
つ
つ
終
戦

を
迎
え
て
い
ま
す
。
第
１
次
の
選
抜
に
も
れ
た

吉
田
氏
は
、
２
次
・
３
次
特
攻
要
員
と
し
て
本

土
決
戦
に
備
え
る
な
か
で
終
戦
を
迎
え
ま
し

た
。
14
期
生
全
体
で
は
、
予
備
生
徒
１
期
生

と
合
わ
せ
る
と
、

4,895
名
が
採
用
さ
れ
、
492
名

が
戦
没
、
う
ち
特
攻
戦
没
者
は
200
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
採
用
は
昭
和
20
年
４
月
入
隊
の

第
16
期
生
ま
で
行
わ
れ
、
１
期
生
か
ら
16
期

生
ま
で
、
約

15,000
名
が
入
隊
、
戦
没
者
は
約

2,400
名
、

う
ち
特
攻
戦
没
者
は
658
名
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。 

                

土
浦
海
軍
航
空
隊
で
の
生
活 

 

土
浦
海
軍
航
空
隊
で
の
飛
行
予
備
学
生
へ

の
教
育
は
約
４
ヶ
月
間
、
海
軍
飛
行
科
士
官
と

し
て
の
基
礎
を
習
得
さ
せ
る
も
の
で
、
早
朝
５

時(

冬
期
は
６
時)

の
総
員
起
こ
し
か
ら
午
後

９
時
の
巡
検
ま
で
、
予
科
練
生
と
同
様
、
分
刻

み
の
日
課
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
午
前
は

座
学
が
中
心
で
、
航
空
力
学
、
気
象
学
、
物
理

学
、
機
械
学
、
さ
ら
に
砲
術
、
水
雷
術
、
航
海

術
、
運
用
術
等
に
わ
た
っ
て
幅
広
く
海
軍
士
官

と
し
て
の
基
礎
知
識
が
詰
め
込
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
毎
日
の
よ
う
に
試
験
が
行
わ
れ
、
成
績

不
良
者
に
は
予
備
学
生
罷
免
、
二
等
水
兵
へ
の

降
格
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
数
学
な

ど
理
科
系
の
授
業
で
理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
も
、
同
じ
班
の
理
系
学
部
の
出
身
者

に
教
え
を
請
う
と
教
官
よ
り
も
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
く
れ
て
、
す
ぐ
理
解
で
き
ま
し
た
。

午
後
は
体
育
が
中
心
で
通
信
訓
練
や
陸
戦
、
短

艇(

カ
ッ
タ
ー)

、
体
操
、
武
術
、
マ
ラ
ソ
ン
等

の
訓
練
が
続
け
ら
れ
、
予
科
練
生
と
同
様
に
班

や
分
隊
対
抗
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
予
備

学
生
の
中
に
は
、
入
隊
前
の
学
生
時
代
に
、
柔

道
、
剣
道
、
相
撲
、
空
手
、
レ
ス
リ
ン
グ
、
ボ

ク
シ
ン
グ
、
ラ
グ
ビ
ー
、
陸
上
競
技
、
水
泳
、

野
球
、
ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
、
馬
術
、
そ
の
他

運
動
部
の
有
名
選
手
や
有
段
者
が
多
数
そ
ろ

っ
て
い
た
の
で
、
対
抗
試
合
で
そ
の
実
力
を
発

揮
し
て
大
活
躍
、
分
隊
員
の
士
気
を
鼓
舞
し
て

い
ま
し
た
。 

大
学
等
の
自
由
な
雰
囲
気
の
中
で
学
生
生

活
を
謳
歌
し
て
い
た
飛
行
予
備
学
生
た
ち
に

と
っ
て
海
兵
団
や
土
浦
海
軍
航
空
隊
で
の
厳

し
い
規
律
や
訓
練
に
は
少
々
こ
た
え
た
面
も

あ
っ
た
よ
う
で
、
彼
ら
の
日
記
に
は
予
科
練
生

に
は
見
ら
れ
な
い
批
判
や
不
満
が
率
直
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
予
備
学
生
に
は
入

隊
す
る
と
准
士
官(

予
備
生
徒
は
上
等
兵
曹)

と
い
う
地
位
が
与
え
ら
れ
、
日
中
の
訓
練
や
教

育
、
起
居
動
作
の
躾
は
予
科
練
生
同
様
に
厳
し

く
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
食
事
は
従
兵(

将
校
に

専
属
し
て
、
身
の
回
り
の
世
話
な
ど
を
す
る
兵

卒
・
従
卒)

が
長
机
の
上
に
て
ぎ
わ
よ
く
配
膳

を
し
て
く
れ
る
し
、
兵
舎
内
に
は
予
備
学
生
だ

け
で
上
官
も
い
な
い
の
で
、
気
分
的
に
は
ゆ
っ

た
り
と
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
予
備
学
生

が
受
け
る
制
裁
は
鉄
拳
か
練
兵
場
一
周
の
駆

け
足
な
ど
で
、
予
科
練
生
を
泣
か
せ
た
バ
ッ
タ

ー(
海
軍
精
神
注
入
棒)

に
よ
る
罰
直
は
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。 

1943(

昭
和
18)
～
1944(

昭
和
19)

年
頃
の
土
浦

海
軍
航
空
隊
の
人
員
は
、｢

予
科
練
生｣

約
6,000

名
、｢

予
備
学
生｣
約

2,000
名
、
職
員
約

1,000
名
で
、

総
員
約

9,000
名
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
予

備
学
生
の
兵
舎
は
精
進
川
の
左
岸(

現
在
の
霞

ヶ
浦
高
等
学
校
付
近
、
予
科
練
生
の
兵
舎
は
右

岸
、
現
在
の
武
器
学
校
区
域)

に
あ
っ
て
、
予

科
練
生
と
は
一
緒
に
講
義
や
訓
練
を
受
け
る

こ
と
も
な
い
の
で
、
め
っ
た
に
顔
を
合
わ
せ
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
学
45
回
の

戸
張
礼
記
氏
も｢

10
才
年
上
の
兄(

戸
張
忠
勇

氏)

は
、
日
本
大
学
本
科
の
学
生
で
し
た
が
第

13
期
予
備
学
生
と
し
て
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

私
が
昭
和
19
年
６
月
１
日
に
甲
種
飛
行
予
科

練
習
生
第
14
期
と
し
て
入
隊
し
て
間
も
な
く
、

兄
は
予
備
学
生
と
し
て
何
か
の
教
育
あ
る
い

は
用
件
で
土
浦
海
軍
航
空
隊
に
滞
在
し
て
い

た
よ
う
で
す
。
あ
る
日
、
兵
舎
内
で
吊
床
訓
練

を
し
て
い
る
と
、
兄
が
い
つ
の
間
に
か
窓
の
外

に
立
っ
て
私
を
見
て
い
ま
し
た
。
訓
練
中
だ
っ

た
の
で
、
声
を
掛
け
合
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
き
っ
と
兄
は
私
の
こ
と
が
心
配
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
、
隊
内
で
兄
に
会

っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

同
じ
所
に
肉
親
が
い
る
と
い
う
だ
け
で
随
分

心
強
か
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
（
『
続
・
阿

見
町
と
予
科
練
』）。
同
じ
航
空
隊
内
に
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
分
刻
み
の
日
課
で
、
兄
弟
と
い
え
ど

も
会
う
暇
な
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

卒
業
後
、
飛
行
予
備
学
生
は
少
尉
に
任
官
し

て
、
小
隊
長
と
な
っ
て
部
下
を
率
い
て
空
の
戦

場
に
赴
き
ま
す
。
飛
行
学
生
を
指
導
し
た
教
官

た
ち
は
「
前
線
に
は
予
科
練
出
身
の
熟
練
パ
イ

ロ
ッ
ト
が
多
く
い
る
。
お
前
た
ち
は
パ
イ
ロ
ッ

ト
と
し
て
の
熟
練
度
は
幾
分
不
十
分
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
指
揮
能
力
で
部
下
を
引
っ
張
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
予
備
学
生
た

ち
を
叱
咤
激
励
し
、
予
備
学
生
た
ち
も
操
縦
術

の
み
な
ら
ず
、
指
揮
官
と
し
て
必
要
な
能
力
を

身
に
つ
け
る
べ
く
、
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。 
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